
問い合わせ

歳入歳出差引：10.3億円　翌年度繰越財源：1.9億円　実質収支：8.4億円

財政課　☎24・8144

令和6年度
決算報告 決算のあらましと市の財政状況
令和6年度（令和6年4月～令和7年3月）の決算についてお知らせします。

●一般会計の決算　※（　）内は構成比

令和3 令和6 令和3 令和6

30.4

33.0 1,165

1,046

（単位：億円）

（単位：％）

（単位：億円）
貯金［主要3基金残高］ 借金［全会計市債残高］

（年度）

市税
166.5億円
（29.0%）

使用料・
手数料など
7.2億円
（1.3%）
その他
48.9億円
（8.5%）

160.5億円
（28.0%）

94.0億円
（16.4%）

46.6億円
（8.1%）

49.6億円（8.7%）

国・県からの補助金

歳入
573.3億円

地方交付税

市債

譲与税・交付金

222.6億円
（38.8％）

自主
財源

350.7億円
（61.2％）

依存
財源

173.6億円
（30.9%）

56.5億円
（10.0%）95.7億円

（17.0%）

14.4億円（2.6%）

63億円
（11.2%）

26.6億円
（4.7%）

87.5億円
（15.5%）

45.7億円（8.1%） 歳出
563億円

社会保障費

公債費
建設事業費

人件費

物件費・
維持補修費

上下水道・
市民病院
への支出

補助費など
その他

将来負担比率

実質公債費比率

17.1 16.1

11.7 11.3
10.8

226.3

186.2

112.3 102.1
98.9

平成21 平成26 令和4 令和5 令和6（年度）

東部消防防災ステーション末広野球場リニューアル地震からの復旧

広報こまつ 2025.119 8

会計名 収入 支出 差引

国 民 健 康 保 険 89.4 89.4 -

介 護 保 険 104.1 102.2 1.9

後 期 高 齢 者 医 療 20.5 20 0.5

産 業 団 地 30.4 30.4 -

公 債 管 理 69.1 69.1 -

合 計 313.5 311.1 2.4

会計名
収 益 的 収 支 資 本 的 収 支

収入 支出 差引 収入 支出 差引

水 道 27.5 21.8 5.7 1.5 13.0 ▲11.5

下 水 道 38.0 38.7 ▲0.7 42.5 56.2 ▲13.7

市 民 病 院 98.3 103.0 ▲4.7 5.1 9.1 ▲4.0

合 計 163.8 163.5 0.3 49.1 78.3 ▲29.2

（単位：億円）

（単位：億円）
収益的収支
１年間の営業結果を表します。
資本的収支
施設の建設や整備に関する収
支です。

企業会計（3会計）の決算

特別会計（5会計）の決算
　
市
の
会
計
に
は「
一
般
会
計
」と
は
別

に
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど

の
特
定
の
事
業
を
運
営
す
る「
特
別
会

計
」と
、
病
院
や
水
道
な
ど
民
間
企
業
の

よ
う
に
事
業
収
益
を
集
め
て
運
営
す
る

「
企
業
会
計
」が
あ
り
ま
す
。

※
企
業
会
計
で
は
、
資
本
的
収
支
の
不

足
分
を
、
事
業
を
運
営
し
て
生
じ
る
純

利
益
と
現
金
支
出
を
伴
わ
な
い
費
用
か

ら
生
じ
る
内
部
留
保
資
金
で
補
っ
て
い

ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
市
税
に
お
い
て
国
の
定
額
減
税
の
影
響
に
よ

り
0
・
9
億
円
減
少
し
ま
し
た
が
、
減
税
に
伴
う
減
収
分
を

補ほ
て
ん塡
す
る
国
か
ら
の
特
例
交
付
金
と
の
合
計
で
は
、
約
4
億
円

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
及
び
県
に
お
け
る
税
収
の

伸
び
に
よ
り
、
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
が
増
収
に
な
っ
た

ほ
か
、
産
業
創
生
の
た
め
の
基
金
の
繰
入
金
な
ど
に
よ
り
、
歳

入
総
額
は
、
5
7
3
・
3
億
円
の
決
算
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
社
会
保
障
費
の
増
加
に
加
え
、
企
業
立
地
助

成
や
、
災
害
復
旧
の
本
格
化
に
伴
い
投
資
的
経
費
が
伸
び
た

こ
と
か
ら
、
決
算
の
総
額
は
令
和
2
年
度
に
次
ぐ
過
去
2
番

目
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
国
や
県
の
補
助
金
の
有
効
活
用

や
効
率
的
な
予
算
執
行
に
努
め
た
結
果
、
収
支
と
し
て
は
、

差
し
引
き
8
・
4
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
世
界
に
時
め
く
日
本
海
側
の
拠
点
都
市
こ
ま
つ

　
・
小
松
駅
空
港
間
の
自
動
運
転
バ
ス
運
行

　
・
ビ
ル
ボ
ー
ル
ド
市
・
彰
化
市
と
の
交
流

●
も
の
づ
く
り
が
誇
り
の
産
業
創
生
都
市
こ
ま
つ

　
・
正
蓮
寺
産
業
団
地
進
出
企
業
な
ど
へ
の
企
業
立
地
助
成

●
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
未
来
創
造
都
市
こ
ま
つ

　
・
こ
ど
も
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営

　
・
児
童
手
当
の
対
象
者
拡
充　

●
誰
も
が
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
生
涯
安
心
の
こ
ま
つ

　
・
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
の
高
機
能
化

●
自
然
が
映
え
文
化
が
息
づ
く
ふ
る
さ
と
こ
ま
つ

　
・
白
山
信
仰
関
連
遺
跡
と
し
て

　

  

「
那
谷
寺
遺
跡
」の
遺
跡
調
査
開
始

　
・
人
間
国
宝
𠮷
田
美
統
展
の
開
催

●
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
生
活
空
間
あ
ふ
れ
る
こ
ま
つ

　
・
未
来
型
図
書
館
づ
く
り
の
推
進

　
・
末
広
野
球
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
令
和
6
年
度
の
小
松
市
の
市
債（
借
金
）

残
高
は
、
繰
上
返
済
を
行
う
な
ど
約
51
億

円
改
善
し
、
全
会
計
で
約
1
0
4
6
億
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

貯
金（
主
要
３
基
金
・
決
算
積
立
後
）

は
、
産
業
創
生
の
た
め
の
将
来
に
向
け
た

投
資
な
ど
に
備
え
て
基
金
を
積
み
立
て
し

た
結
果
、
令
和
6
年
度
末
は
、
33
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※
主
要
3
基
金
と
は
、
財
政
調
整
基
金
、

地
域
経
済
活
性
化
対
策
基
金
、
減
債
基

金
の
3
基
金
の
こ
と
で
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
の
指
標
に
つ
い
て
は
、

実
質
公
債
比
率
が
前
年
度
比
0
・
5
％
減

少
し
10
・
8
％
、
将
来
負
担
比
率
が
前
年

度
比
3
・
2
％
減
少
し
て
98
・
9
％
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
ま
す
。

※
実
質
公
債
費
比
率
と
は
、
収
入
額
に
対

す
る
借
金
返
済
額
の
割
合
の
こ
と
で
、
将

来
負
担
比
率
は
収
入
額
に
対
し
て
市
が
抱

え
て
い
る
負
債
の
割
合
の
こ
と
で
す
。

特
別
会
計
と
企
業
会
計

令
和
6
年
度
決
算
の
特
徴

健
全
化
判
断
比
率
の
状
況

市
の
借
金
残
高・貯
金
残
高


